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発行者

鳥取県江府町

電話江尾㈹5－2211

編集　総　務　課

印刷（有）富士印刷

江府町の人口

（8月31日現在）

世帯数1が2世帯
人　口　4別9人
（前月比　6人滅）

（男）　ぴ75
（女）　2カ50
出　生　　6
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江　　府　　町　　報

厳
し
い
練
習
を
の
り
こ
え
て

私
た
ち
は
わ
か
と
り
国
体
婦
人
部
門
の
集
団
演
技

に
江
府
町
の
代
表
と
し
て
出
演
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
の
式
典
前
に
行
な
わ
れ
る
「
わ
か
と
り
音

頭
」
　
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
愈
踊
り
」
の
二
つ
の
踊
り
を

全
県
下
一
、
二
〇
〇
名
の
婦
人
の
一
員
と
し
て
、
鳥

取
の
布
勢
総
合
運
動
公
園
の
本
会
場
で
踊
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
ち
、
ま
た
保
育
園
、
小
、

中
学
校
、
高
校
と
育
ち
盛
り
の
子
供
の
母
親
と
し
て
、

忙
し
い
日
々
の
生
活
に
踊
り
の
練
習
が
プ
ラ
ス
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
の
七
月
以
来
一
年
一
二
ケ
月
の
長
い
練
習
期
間

「
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
生
活
し
ま
し

ょ
う
」
と
、
重
ね
る
た
び
に
厳
し
さ
を
増
す
練
習
も

お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
ま
た
家
族
や
周
囲
の
協
力

で
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

国
体
本
番
ま
で
あ
と
数
日
。

今
日
ま
で
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
十
分
に
出
し

切
っ
て
、
わ
か
と
り
国
体
成
功
の
た
め
に
、
「
　
二

〇
〇
名
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
素
晴
し
い
演
技
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

集
団
演
技
婦
人
部
門
出
演

主
任
指
導
者
　
上
原
三
紀
子
さ
ん
儲

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報 昭和60年9月30日発行－（2）

いよいよ事曹

轡国体山岳兢技会開始式

⑳

鳥
取
県
民
待
望
の
国
体
が
い
よ

い
よ
目
前
に
迫
り
ま
し
た
。

来
る
十
月
二
十
日
、
江
府
町
運

動
公
嵩
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
山
岳
競
技
会
の
開
始
式
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

五
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
国

体
、
私
達
の
町
に
と
っ
て
も
大
変

を
事
業
で
す
。

全
国
各
地
よ
り
、
た
く
さ
ん
の

選
手
・
役
員
・
支
援
隊
等
の
方
々

が
江
府
町
に
来
ら
れ
ま
す
。

清
潔
な
環
境
と
あ
た
た
か
い
人

情
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。

山
岳
競
技
会
の
開
始
式
は
関
金

町
と
江
府
町
の
2
会
場
で
行
を
わ

れ
ま
す
。

競
技
コ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
を
、

大
平
原
・
鏡
ケ
戒
等
の
山
間
部
で

行
を
う
当
町
で
は
、
町
民
と
外
来

の
お
客
さ
ま
と
の
ふ
れ
合
い
の
大

部
分
は
、
運
動
公
園
で
の
開
始
式

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
、

開
始
式
へ
の
参
加
、
観
覧
を
お
願

い
し
ま
す
。

あ
た
た
か
い
人
情
と
誠
意
を
持

っ
て
町
民
総
参
加
の
開
始
式
を
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

身スポ大会期間中の

マイカ「自粛にご協力を．（／
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昭和60年9月30日発行－第193号n
R

幸町府江

⑳

＊
昨
年
の
わ
か
く
さ
国
体

山
岳
競
技
開
始
式

9 3 0 市中行進開始 （上之段広場発）

1 0 0 0 鼓　 隊　 到　 着 ・ 演　 奏

1 0 1 6 伯者天神ばやし太鼓披露

1 0 3 0 開　 式　 通　 告

1 0 3 0 選　 手　 団　 入　 場
1 0 4 5 競　 技　 会　 開　始　宣　 言

1 0 4 6 国　 旗　 掲　 揚
1 0 4 9 大会旗 ・山岳協会旗掲揚

1 0 5 1 鳥 取 県 旗 ・町 旗 掲 揚
1 0 5 4 競 技 会 会 長 あい さつ

1 0 5 8 歓 迎 の　こ　と　ば
1 1 0 6 審判長あいさつ及び審判紹介
1 1 1 9 選　 手　 宣　 誓
1 1 2 2 閉　 式　 通　 告

開始式参集予定人員

選 手 ・ 監 督　 成 年 男 子 1 6 チ ー ム

1 8 8 人成 年 女 子 1 5 チ ー ム
少 年 男 子 1 6 チ ー ム

審　 判　 団　 外　 役　 員 1 1 8 人
支　 援　 隊　 役　 員 5 0 人
中 央 競 技　 団　 体 役 員 8 人
補 助 員 （プ ラ カ ー ド） 7 0 人
式 典 音 楽 隊 （鼓 隊 ・ブ ラ ス バ ン ド） 9 3 人
接　 待 （ 婦 人 団 体 ） 3 1 人
来　　　　　　 賓 1 3 2 人
係　 見　 （ 職　 員 ） 1 0 0 人
保　 育　 園　 児 1 0 0 人
小　　 手　　 生 3 0 7 人
中　　 学　　 生 1 5 7 人
教　　　　　　 員 5 4 人
消　 防　 団　 外 5 2 人

計 1 ． 4 6 0 人

上記人数に、当日の観覧者（町民）が加算

国体・

白寿、米寿のみなさん

に記念品

郵
政
省
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
事
業
へ
の

協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
を
祝
い
、
老
人
を
大
切
に
す
る

気
風
を
社
会
的
に
育
て
よ
う
と
、

毎
年
、
臼
寿
（
9
9
歳
）
、
米
寿
（
8
8

歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
記
念

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
九
月
十
五
日
の
　
「
敬
老

の
日
」
に
郵
便
局
を
通
じ
て
、
‖

寿
に
は
、
郵
政
大
臣
の
お
祝
い
状

と
飾
皿
、
米
寿
に
は
お
祝
い
状
と

湯
呑
み
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

臼
寿
　
御
机

米
寿
　
武
庫

美
用

宮
市

新
二

貝
田

川
上
か
ね
さ
ん

加
藤
き
く
の
さ
ん

川
上
か
め
よ
さ
ん

長
岡
も
と
よ
さ
ん

手
島
晴
子
さ
ん

藤
原
亀
松
さ
ん

新
道
の
石
原
菓
子
舗
（
石
原
明

哉
さ
ん
）
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら

そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
の
再
製
造
を
は

じ
め
、
素
朴
な
味
が
好
評
を
得
て

い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
こ
の
そ
ば

ま
ん
じ
ゅ
う
が
鳥
取
県
観
光
連
盟

の
推
せ
ん
を
受
け
、
観
光
み
や
げ

品
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
以

前
に
製
造
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
ば
の
栽
培
が
少
な
く
な

り
中
止
し
て
い
た
も
の
を
再
製
造

す
る
こ
と
に
在
っ
た
も
の
で
、
大

山
銘
菓
〃
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
″
　
と

し
て
県
内
の
み
や
げ
品
の
店
頭
を

に
ぎ
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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●
9
月
定
例
町
議
会
●

1
M
議
案
を
可
決
・
尋
畢

九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
十
八
日
か
ら
四
日
間
の
会

期
で
ひ
ら
か
れ
、
町
長
提
出
の
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
家
庭
奉
仕
員
派
遣
手
数
料
の
徴

収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
運
営
要

綱
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
派
遣

費
用
負
担
の
基
準
と
在
る
所
得
税

課
税
階
層
区
分
を
更
に
細
分
化
し
、

事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を

図
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ

に
準
じ
て
次
の
と
お
り
手
数
料
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

F E D C B A

利

用

者

世

・掛市

の

階

層

生 生 生 生 生 生
計 計 計 計 計 i舌
中 中 中 中 中 保
心 心 心 心 心 護
者 ＝者 者

九
者 煮 準

・．・．・．・・－－前 言 前 空 前 前 前 よ
隻 2 年 両年 隻 隻 る

P R 望 琵 吾 P
得 以 得 得 得 保
税 上 税 三税 税 税 讃
年 竺 年

く三額呂 が
円

二三年 年 非 世
妄≡ 讐 額

⊂：：：⊃ ヾ
額 課

税
世
帯

帯
が
寧写

円 が が
九 単

⊂：：：）
⊂：：＝I

以
下
の
世
仕ト間

以
下

の
せ

・出・乍F

歪
⊂＝〉

絵
世

百

以
上

の
世
世帯

円
以
下

の
世
帯

・出・一両「
を
A
lヨ
む

区

分

○ ○

一 利
時 用
間 者

▼－ 五

〇

七

五

○

○○
当負
た担

円 円 円 円 円 円 ユ 額

第193号

・
総
合
計
画
審
議
会
設
置
条
例
の

制
定江

府
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

を
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
江
府

町
総
合
計
画
審
議
会
を
設
置
し
、

総
合
計
画
の
樹
立
及
び
審
議
を
行

う
も
の
で
す
。

・
昭
和
六
十
年
度
梅
雨
前
線
豪
雨

に
よ
り
災
害
を
受
け
た
農
林
水
産

業
施
設
災
書
復
旧
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
制
定

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
災
害
を

受
け
た
農
地
二
件
、
か
ん
が
い
水

路
三
件
の
農
林
水
産
業
施
設
災
害

復
旧
事
業
を
施
行
す
る
に
つ
き
、

受
益
者
か
ら
分
担
金
を
徴
収
す
る

た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

・
土
地
改
良
事
業
の
施
行

俣
野
地
区
に
農
村
基
盤
総
合
整

備
事
業
と
し
て
日
南
山
水
路
改
修

工
事
を
施
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
決
を
行
う
も
の
で
す
。

（
事
業
量
二
、
五
四
〇
メ
ー
ト
ル

（
事
業
費
）
二
千
二
十
万
円

・
は
場
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
昭
和
六
十
年
度
地
区
再
編
農
業

構
造
改
善
事
業
に
よ
る
貝
田
地
区

下
団
地
は
場
整
備
工
事
を
施
行
す

る
も
の
で
指
名
競
争
入
札
に
よ
り

㈱
下
本
組
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
　
三
千
九
百
万
円

・
林
道
ヒ
キ
ジ
線
開
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結

昭
和
六
十
年
度
森
林
管
理
適
正

化
対
策
事
業
並
び
に
電
源
立
地
促

進
対
策
交
付
金
事
業
に
よ
る
武
庫

地
区
林
道
ヒ
キ
ジ
線
開
設
工
事
を

施
行
す
る
も
の
で
指
名
競
争
入
札

に
よ
り
㈲
住
田
組
と
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
　
三
千
三
百
三
十
万
円

町
長
の

行
政
報
告

民
　
　
生

八
月
十
五
日
、
日
本
武
道
館
に

お
い
て
執
行
の
全
国
戦
没
者
追
悼

式
が
行
な
わ
れ
、
武
庫
の
加
藤
千
枝

さ
ん
が
県
代
表
の
一
員
と
し
て
参

列
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
一
日
、
敬
老
の
日
に
、

福
祉
施
設
入
所
者
十
人
を
含
む
町

内
七
〇
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
記
念
品
を

贈
り
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

九
月
三
日
、
日
野
町
江
府
町
日

南
町
衛
生
施
設
組
合
議
会
が
江
府

町
で
開
か
れ
、
施
設
の
清
掃
、
点

検
整
備
等
に
か
か
る
補
正
予
算
が

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
住
田
孝
治
氏

が
任
期
満
了
に
よ
る
監
査
委
員
の

後
任
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

建
　
　
設

江
尾
杉
谷
美
用
原
綿
な
ど
四
ヶ

所
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
の
査
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

申
　
請
　
額
　
二
五
、
竺
二
千
円

査
定
決
定
額
　
二
二
、
四
八
〇
千
円

八
月
二
十
七
日
、
午
前
十
時
か

ら
日
輪
闇
で
中
国
横
断
自
動
車
道

用
地
交
渉
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。産

　
　
業

八
月
十
六
日
十
七
日
、
恒
例
の

「
江
尾
十
七
夜
」
が
行
わ
れ
伝
統

行
事
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
で
は
、
裏
大
山
踊
り
に

十
二
連
四
五
八
名
が
参
加
、
十
七

夜
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
町
内
外
か
ら
約
一
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
一
日
、
第
三
十
二
回

畜
産
品
評
会
が
江
府
町
で
開
か
れ
、

和
牛
十
八
頭
、
乳
牛
六
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

同
和
対
策

昭
和
六
十
年
八
月
十
九
日
、
東

京
都
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
、

「
同
和
審
答
申
二
十
周
年
記
念
」

中
央
集
会
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら

は
浦
部
同
和
対
策
室
長
が
参
加
、

ま
た
、
九
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま

で
の
三
日
間
、
東
京
都
武
道
館
で

行
わ
れ
た
部
落
解
放
研
究
第
十
九

回
全
国
集
会
に
は
、
同
和
推
進
協

議
会
の
代
表
ほ
か
六
名
が
参
加
し

学
習
を
深
め
ま
し
た
。

教
　
　
育

⑳

⑳
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・
字
の
区
域
の
変
更

は
場
整
備
の
換
地
に
伴
う
字
の

区
域
の
変
更
四
件

貝
田
唐
舟
団
地
、
貝
田
下
団
地
、

舟
谷
地
区
、
俣
野
西
ケ
市
団
地

・
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に

よ
り
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
策
定

の
過
疎
地
域
振
興
計
画
を
、
新
規

事
業
計
画
及
び
実
施
の
た
め
変
更

す
る
も
の
で
す
。

・
昭
和
五
十
九
年
度
奥
大
山
国
民

宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
事
業
会

計
決
井
の
承
認

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
一

億
二
千
二
百
九
万
二
百
六
十
九
円

内
訳

⑳

千
二
十
九
万
八
千
三
百
十
八
円

内
訳営

業
収
益
　
四
九
、
三
六
七
、
五
二
〇
円

営
業
外
収
益
　
九
三
〇
、
七
突
円

営
業
収
益
一
三
、
〇
釜
、
八
乗
円

営
業
外
収
益
　
「
〇
〇
四
、
四
二
二
円

事
業
費
用
一
億
一
千
百
十
三

万
九
千
百
五
十
六
円

純
利
益
一
千
九
十
五
万
千
百

十
一
円
と
在
っ
て
い
ま
す
。

・
昭
和
五
十
九
年
度
索
道
運
営
事

業
会
計
決
算
の
承
認

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
、
五

事
業
費
用
　
四
千
五
百
四
十
二

万
七
千
七
百
七
十
四
円

純
利
益
　
四
百
八
十
七
万
五
百

四
十
四
円
と
在
っ
て
い
ま
す
。

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
四
千
六
百

十
万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
二
十
一
億
二
千
九
百
二
十
二

万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
国
体
費

農
業
構
造
改
善
事
業
費
、
山
村
振

興
対
策
費
、
災
害
復
旧
費
等
が
主

体
で
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
地
方

交
付
税
、
国
・
県
補
助
金
、
分
担

金
及
び
負
担
金
な
ど
を
充
当
し
、
補

正
措
置
を
す
る
も
の
で
す
。

・
米
沢
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予

算
一

既
定
の
予
算
額
に
下
蚊
屋
農
用

ダ
ム
建
設
に
伴
う
立
木
補
償
費
七

千
三
百
十
万
九
千
円
を
追
加
し
、

予
算
額
を
八
千
五
百
五
十
六
万
九

千
円
と
し
ま
し
た
。

・
江
尾
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予

算
既
定
の
予
算
額
に
、
袋
原
砂
防

ダ
ム
工
事
に
伴
う
土
地
及
び
立
木

補
償
費
百
八
十
二
万
七
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
三
百
二
十
七

万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算既

定
の
予
算
額
に
、
中
国
横
断

自
動
車
道
建
設
に
伴
う
水
道
管
の

移
設
工
事
並
び
に
水
道
水
源
の
調

査
費
等
二
百
十
七
万
九
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
千
九
百
二
十

一
万
円
と
し
ま
し
た
。

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
百
二
十
九
万

一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

三
千
百
五
十
三
万
七
千
円
と
し
ま

し
た
。

貸
付
事
業
費
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
、
そ
の
財
源
と
し
て
国
庫
支

出
金
、
繰
越
金
を
充
当
し
、
補
正

措
置
を
す
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
に

川
上
卓
雄
さ
ん
再
任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
川
上
卓
雄
さ
ん
　
（
美

用
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

⑳第
六
回
姉
妹
町
親
善
交
流
臨
海

学
校
が
八
月
一
日
か
ら
二
泊
三
日

で
開
か
れ
、
管
内
四
小
学
校
五
年

生
五
十
六
人
が
参
加
、
西
ノ
島
町

の
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
海
水
浴

八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の

二
日
間
、
姉
妹
町
親
善
交
歓
テ
ニ

ス
大
会
を
行
な
い
、
西
の
島
町
か
ら

岡
田
町
長
ほ
か
十
五
人
を
迎
え
、

親
善
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

海
釣
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

l
I
を
l
b
y
「
・
一
▲
r

町
長
日
誌

＊

　

8

　

　

日

＝

1
日
㈱
　
町
婦
人
団
体
連
結
協
議
会

道
路
公
団
所
長
来
庁

2
日
励
　
民
生
委
員
会
、
監
査
委
員

会
、
柿
原
部
落
役
員
来
庁

町
内
弔
問

3
日
山
　
神
戸
市
魚
崎
町
（
学
童
疎
開
児
〉

鳥
取
日
野
会
員
来
庁

5
日
㈲
　
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

6
日
㈹
　
国
体
大
会
旗
炬
火
リ
レ
ー

リ
ハ
ー
サ
ル

7
日
水

8
日
木

9
日
励

1
0
日
出

1
2
日
㈱

1
6
日
劇

1
7
日
㈹

1
9
日
㈲

中
国
電
力
㈱
河
合
取
締
役

来
庁

久
遠
橋
歩
道
橋
竣
工
式

国
体
四
町
連
合
総
会
（
関

金
町
）
、
監
査
委
員
会

乗
尾
部
落
役
員
、
大
山
山

麓
開
発
所
長
来
庁

江
尾
十
七
夜
保
存
会
、
道

路
公
拭
所
長
来
庁

江
尾
十
七
夜
前
夜
祭
、
俣

野
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

江
尾
十
七
夜
祭

溝
口
町
、
江
府
町
議
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
練
習
試
合

20
日
㈹
西
部
建
設
担
当
課
長
会
、

農
林
災
害
査
定
、
監
査
委

員
会
、
町
内
弔
問

2
1
日
㈹
畜
産
品
評
会
授
与
式
、
川

筋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
講
座

下
蚊
屋
部
落
来
庁

2
2
日
㈱
在
勤

2
3
日
働
西
部
町
村
議
会
議
員
研
場

合
、
町
内
弔
問

2
4
日
用
教
育
委
員
任
命
辞
令
交
付

第
六
回
姉
妹
町
親
善
交
歓

テ
ニ
ス
大
会
、
西
ノ
島
町

長
・
町
教
育
委
員
来
庁

2
5
日
㈱
部
落
解
放
同
盟
西
部
地
区

野
球
大
会

26
日
㈲
江
府
町
壮
年
野
球
大
会

2
7
日
㈹
中
国
横
断
道
用
地
交
渉
委

員
会
、
監
査
委
員
会

2
8
日
0
0
日
野
郡
町
村
議
会
議
員
球

技
大
会
（
日
南
町
）
、
鳥

取
大
学
道
上
教
授
来
庁

2
9
日
㈱
江
府
町
壮
年
野
球
大
会
閉

会
式

3
0
日
劇
風
光
会
総
会
、
総
務
課
関

係
入
札

3
1
日
出
第
二
十
七
回
日
野
郡
町
職

員
球
技
大
会
（
日
南
町
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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室副
　
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
轟
き
ん
」
は
手
続
き
が
必
事
で
す

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
届
出
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
年
金

報丁田府江第193号

第
三
号
被
保
険
者
‥
・
新
し
い
国

民
年
金
で
は
、
厚
生
年
金
や
船
員

保
険
に
加
入
し
て
い
る
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
（
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方
）

は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
全

て
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
方
を
国
民
年
金
で

は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い
ま

す
が
、
保
険
料
は
、
夫
が
加
入
し

て
い
る
厚
生
年
金
の
保
険
料
の
中

に
含
ま
れ
る
た
め
、
六
十
一
年
四

日
分
か
ら
は
個
別
に
納
付
し
て
い

た
だ
か
な
い
こ
と
に
在
り
ま
す
。

現
況
届
の
届
出
…
現
在
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
に
は
、
来
年
四
月
か

ら
の
改
正
法
の
施
行
に
備
え
て
、

本
年
十
一
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁

か
ら
「
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保

険
者
現
況
届
書
」
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。こ

の
現
況
届
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
方
法
と
し
て
、
次
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。

○
役
場
へ
届
出

現
況
届
書
に
所
要
事
項
を
記
入

し
て
、
健
康
保
険
証
及
び
夫
の
年

金
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
来
年
一

月
三
十
一
日
ま
で
に
役
場
福
祉
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
夫
の
勤
務
先
へ
提
出

現
況
届
書
を
夫
の
勤
務
先
に
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
夫
の
被
扶
養
者
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
事
業
主
が
行

を
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
の
必
要
の
な
い
方
…
社
会

保
険
庁
か
ら
現
況
届
書
が
送
付
さ

れ
た
方
で
も
、
次
の
方
は
届
出
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
夫
に
扶
葦
さ
れ
て
い
な
い
方

○
夫
が
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
…
現
在
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
を
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
届
出
を
行
を
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
国
民
年

金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
の
仕
事
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被

っ
た
、
役
所
の
事
務
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
が
…
…
。
こ
の
よ
う

な
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
疑
問
が
生

じ
た
と
き
、
た
い
へ
ん
心
強
い
味
方

と
な
っ
て
く
れ
る
の
が
「
行
政
相
談

委
員
」
で
す
。

委
員
は
、
国
の
行
政
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
と
、
必
要
な
助
言
を
し

た
り
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
、
適

切
な
処
置
を
う
を
が
し
た
り
し
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
の

秋の行政相談週間10月13日～19日

行政相談委員は、みなさんの身近な相談役

相
談
を
一
つ
一
つ

解
決
し
て
い
き
ま

す
。
行
政
相
談
委

員
は
「
行
政
相
談

委
員
法
」
と
い
う

法
律
に
基
づ
い
て
、

総
務
庁
長
官
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
い
る

民
間
の
有
識
者
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
無
報
酬
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
区
町

村
に
最
低
一
人
、

全
国
に
四
千
七
百

八
十
九
人
の
委
員

が
お
り
、
み
を
さ

ん
の
身
近
な
相
談

役
と
を
る
よ
う
務

め
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
陸
で
き
る

行
政
相
隣
婁
員

総
務
庁
に
よ
る
と
、
相
談
件
数
は

一
年
間
に
約
二
十
万
件
。
行
政
相
談

委
員
は
、
こ
の
う
ち
四
分
の
三
以
上

を
受
け
付
け
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
役

割
の
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

行
政
相
談
を
申
し
出
る
場
合
は
、

直
接
委
員
の
所
に
出
向
か
れ
て
も
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
公
平

性
や
中
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

法
律
に
よ
っ
て
、
①
守
秘
義
務
、
②

政
治
的
中
立
、
③
業
務
の
公
平
な
遂

行
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
を
お
、

相
談
は
無
料
で
す
。

江
府
町
で
は
、
次
の
日
程
で
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
八
日
（
金
）

場
所
　
午
前
九
時
～
正
午

江
府
町
役
場

相
談
員
　
安
江
久
夫
（
洲
河
崎
）

℡
（
五
）
－
二
二
〇
八

⑳

⑳

Soumu
四角形
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⑳

田国
☆
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が

也
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

圏戦
没
者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

と
し
て
三
十
万
円
の
国
債
を
支
給

す
る
法
律
が
今
回
改
正
さ
れ
、
昭

和
六
十
年
六
月
十
四
日
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
争
で

公
務
又
は
勤
務
関
連
で
死
亡
し
た

軍
人
等
の
遺
族
に
、
弔
慰
の
意
を

表
わ
す
意
味
で
支
給
す
る
も
の
で

あ
り
、
戦
没
者
の
死
亡
に
つ
い
て

支
給
さ
れ
る
公
務
扶
助
料
等
年
金

を
受
け
る
人
が
誰
も
い
な
い
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
請
求
す
る
こ
と

の
で
き
る
遺
族
は
、
戦
没
者
の
死

亡
に
か
か
る
公
務
扶
助
料
等
年
金

を
受
け
て
い
る
人
が
、
昭
和
六
十

年
四
月
一
日
に
お
い
て
死
亡
し
て

い
る
、
又
は
日
本
国
籍
を
有
し
て

い
な
い
等
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

等
年
金
を
受
け
る
人
が
だ
れ
も
い

な
い
妻
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
、
そ
れ
以
外
の
三

親
等
内
の
親
族
の
順
序
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
六
十
年
四
月
一

日
に
お
い
て
す
で
に
死
亡
し
て
い

る
、
又
は
日
本
の
国
籍
を
有
し
て

い
を
い
場
合
に
は
権
利
は
あ
り
ま

せ
ん
。た

と
え
ば
、
戦
没
者
に
妻
や
子

も
な
く
母
が
公
務
扶
助
料
を
受
給

し
て
い
た
が
、
そ
の
母
も
昭
和
五

十
六
年
に
死
亡
し
て
年
金
を
受
け

る
人
が
い
を
く
な
っ
た
と
い
う
場

合
‥
戦
没
者
に
兄
弟
が
あ
れ
ば
そ

の
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

請
求
に
必
要
な
も
の
は
、
定
め

ら
れ
た
請
求
書
、
印
鑑
届
出
書
、

申
立
書
に
戦
没
者
と
請
求
者
の
戸

籍
謄
本
を
添
付
し
ま
す
。

を
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
町
民
係

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

☆昭和‘0年源泉所得税年末調整説明会

次の日程で開催されますので、源泉徴収義務者の方は、

必らずご出席下さい。

月 日 時　 間 場　　 所 対　　 象　　　 者

1 1 ． 18
13 ：30 一一 境 港 市 民 会 館

大 会 議 室

境 港 市 に所 在 す る 源 泉 徴 収

（月） 義 務 者 （官 公 庁 、個 人 の 育

中 老 除 く）11 ． 19 9 ：30 ～

13 ：30 ～（火 ）

11 ． 20 9 ：30 ～
米 子 市 農 協

5 階 会 議 室

米 子 市 、 西 伯 町 、 淀 江 町 、

（水 ） 13 ：30 ～ 会 見 町 、 日吉 津 村 、 岸 本 町

に所 在 す る源 泉 徴 収 義 務 者

（官 公 庁 、 個 人 の 青 中 老 除11 ． 21 9 ：30 ～

（木 ） 13 ：30 ～ く）

11 ． 22

（金 ）
13 ：30 ～ 名 和 町 公 民館

名 和 町 、 中 山 町 、 大 山 町 に

所 在 す る源 泉 徴 収 義 務 者

（官 公庁 、個 人 の 育 中 老 除 く）

11 ． 25

（月 ）
13 ：3 0～ ′ヽ　　Aノー

溝 口 町 、 江 府 町 、 日 野 町 に

所 在 す る源 泉 徴 収 義 務 者

（官 公庁 、個 人 の 青 申 老 除 く）

溝 口 町 公 民粕

1 1 ．26

（火 ）
1 3 ：3 0～ 日 南 町 公 民館

日南 町 に 所 在 す る源 泉 徴 収

義 務 者 （官 公 庁 、 個 人 の 育

中老 除 く）

☆テレビの映りが

悪くありませんか

10月は電波障害一掃運動

月間

十
月
は
、
電
波
障
害
t
掃
運
動
月

間
で
す
。

テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
と
き
に
、

そ
の
原
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
テ
レ

ビ
の
故
障
以
外
に
受
信
障
害
に
よ
る

も
の
や
、
受
信
設
備
に
原
因
が
あ
る

場
合
が
意
外
に
多
い
よ
う
で
す
。

受
信
障
害
は

●
近
所
に
新
し
く
建
造
物
や
送
配
電

線
が
で
き
た
と
き

●
ほ
か
の
放
送
局
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
か
ら
の
混
信

●
飛
行
機
や
自
動
車
、
電
車
が
近
く

を
通
っ
た
と
き

●
家
庭
電
化
製
品
に
よ
る
電
波
障
害

を
ど
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
受
信
で
お
困
り
の
人
は
、

N
H
K
米
子
放
送
局
（
角
盤
町
一
丁

目
五
五
・
℡
2
2
－
6
1
2
1
）
　
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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▼保健婦からひとこと▼

かぜをよせつけない

からだづくりを
寝不足や痺れているとき、寒い戸外に足を踏

み入れたとき、背すじがブルッとして、ミあの

ときミ　と、かぜの原因に思いあたることがよく

あるものです。健康管理のちょっとしたスキに、

かぜがはいりこむなどということのないように

ふだんから体力づくりと健康管理をしっかりと

身につけておくことが大切です。

①偏食をやめよう

毎日の食事が、病気をつくったり、あるいは

ウイルスの感染をしやすくしたりするもとに在

っている場合もあるのです。からだの機能を高

めるためにも、栄養的にバランスがとれた食事

をするように心がけましょう。

②十分睡眠をとろう

一日の疲れを解消するうえで睡眠の役割はと

ても大きをものがあります。寝つかれかいとき

には、フロに入ってからだを温めたり、軽い体

操で眠りをさそう方法を活用しましょう。

③厚着をやめましょう

厚着は不必要を発汗作用にもなり、かえって

かぜひきの要因にもをります。よく洗った、汗

を吸いとる下着をきて、重ね着をやめ活動的な

府動ができる服装をしましょう。

④からだを鍛えよう

寒さは、ともするとわたしたちのからだを縮

めさせ心身の活動を小さをものにしがちです。

積極的にからだを鍛えるとともに、心身を活動

的を方向にもっていきましょう。

⑤汗をかいたままにしない

運動をしたあと、温かい部屋で汗をかいたり

したとき、すばやく汗をふき、下着を取り替え

てからだを冷やさないようにしましょう。

⑥ウガイと手洗いの励行を

外から帰ったらまずウガイと手洗いをしまし

ょう。ウガイは、口中やのどにはいりこんだ雑

菌を洗い出すために、手洗いは、手についたた

くさんの雑菌を洗い流すために、外出から帰っ

たちかならず実行しましょう。　　（石原）

報
　
大
河
原
　
長
尾
由
貴
子

池
ノ
内
　
南
波
　
舞
子

小
江
尾
　
足
立
　
純
子

町

　

新

道

大

谷

和

己

宮
市
原
　
田
中
　
耕
平

府

　

吉

原

中

祖

え

。

律幹芳　　幸
雄啓男稔伸保

長長三長長二
女男　男　女　女　女

お
誕
生
お
め
で
と
う

昭和60年9月30日発行－（8）

八

月

　

届

人の動き

尾
上
原
宮
本
亀
代
8
8
歳
範
明
宅

下
蚊
屋
梅
田
信
一
7

2
歳
武
夫
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

八
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

小
江
尾
篠
田
頼
正
殿

本柿久

連
谷
口
つ
ね
の
8
9
歳
武
宅

原
白
川
義
勝
8
0
歳
博
章
宅

四
坂
口
良
子
7

2
歳
良
子
宅

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
江
尾
　
篠
田
　
き
ぬ
8
8
歳
　
頼
正
宅

新
一
白
石
　
英
子
4
7
歳
　
正
光
宅

（
母
き
ぬ
様
ご
逝
去
）

久
　
遠
　
谷
口
　
武
殿

（
養
母
つ
ね
の
様
ご
逝
去
）

新
一
白
石
正
光
殿

（
妻
英
子
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
梅
田
武
夫
殿

（
父
信
一
様
ご
逝
去
）

日
野
町
　
坂
口
善
清
殿

（
母
良
子
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

御
　
机
　
加
藤
武
寿
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
佳
正
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
静
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
く
ま
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
遠
藤
美
香
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
末
次
亀
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
島
泰
文
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
　
藤
原
　
誠
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
奥
田
房
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
宮
尾
富
貴
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
佐
藤
貴
代
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
井
上
和
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
文
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
森
谷
尚
萱
殿

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
七
月
末
累
計
額

二
百
四
十
六
万
四
千
九
十
七
円

2
、
八
月
中
寄
付
額

二
十
一
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
七
万
円

快
気
祝
　
十
四
万
円

3
、
雑
入

二
万
五
千
五
百
二
十
二
円

4
、
八
月
末
累
計
額

二
百
六
十
九
万
九
千
六
百
十
九
円

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会
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